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議員と語ろかい 報告書 
          Ｎｏ１ 

開 催 日 時 平成 ２５年 ８月 ６日   １１：００ ～ １２：００  

開 催 場 所 あいら農業協同組合 本所別館２階 大会議室 

団 体 名 あいら農業協同組合 参加人数 １０    人 

出 席 議 員   

（ 3 班 ） 

宮本明彦 、 植山利博 、 有村隆志 、 今吉歳晴  、 木野田恵美子       

中村正人 、 徳田和昭 、 池田綱雄  

役 割 分 担 班 長（今吉歳晴 ） 記録係 （有村隆志） 

テーマ及び具体

的 な 内 容 

（テーマ） 

・TPPについて 

・地域農業振興について 

（具体的な内容） 

・ＴＰＰが締結された場合の対応について 

・霧島市の「人・農地プラン」の策定支援を進めながら「JAあいら地域営農ビジョン」

を本年度策定することとしているため、地域農業振興方策について 

意見交換会での 

主 な 意 見 等 

（凡例  ◆：市民の方々からの意見  ⇒：議員からの回答   

     ◇：議員からの質問  →：市民の方々からの回答） 

 

冒頭に、ＪＡあいらの現状説明とＴＰＰの考え方として、これは、ＪＡや、農業者

の農業問題だけではなく、医療、保険等も対象になり国の主権が脅かされる問題であ

る。今後年末にかけて反対運動をしたいので、理解を頂きたいとの説明。 

 

◆ＴＰＰは、国の食糧需給等も心配される。各議員の考えを聞かせてほしい 

（各議員が次のとおり考えを述べる。） 

⇒先の参議院選挙でも、自民党は、国益は守り抜くとの主張だったが、どこまで守れ

るかは、今後難しい交渉になる。アメリカも自国の利益を主張するので、日本の国

民皆保険は必ず守ってほしい。又、産業別には一次・三次産業への影響が大きく、

二次産業の中でも自動車産業が大きく儲かる構図となれば考慮すべき。政府は農産

物 8 品目を守ると言っているが、当市でも地域内の農産物生産額に大きく影響する

ため心配している。国の交渉を見守りたい。  

 

◇霧島市への農業政策や今後の希望を聞かせて欲しい 

→農業政策では、農政部と連携させてもらっている。管内の野菜関係は非常に人手不

足であり農家戸数が全体的に減少している。ＪＡも野菜生産拡大は認識しているが、

生産者を増やすために、新規就農者を増やしたい希望を持っているが、なかなか増

えていない。販売取引で生産者の所得安定に取り組んでいるが、他産地のように生

産ロット規模を大きく出来ないのが非常に問題である。規模拡大により市場への供

給量が安定してくれば少しでも高く売ることが出来る。 

お茶の県内有数の産地で、後継者もできたが、価格の下落と降灰で経営が厳しい。

特に最近リーフ茶の消費量が減っているので、検討をお願いしたい。 

⇒議会もリ－フ茶の消費拡大に努力する。 
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意見交換会での 

主 な 意 見 等 

◇霧島市農業振興地域整備計画の見直しの話が有るが、農業振興について農政畜産部

とは連絡を密にしているか。 

→担当部署とは交流や情報交換をしている。加工米や野菜施設、各品目について支援

を頂いている。新規施設整備への支援の要望をしていきたい。 

⇒お茶は、当市の農産物の柱となり、市が本気で取り組んだ結果だと思う。市の支援

をどう引出すかだと思う。｢人・農地プラン｣における霧島市の重点施策は、青年就

農給付金(経営開始型)とスーパーＬ資金(無利子 5 年間)支援の 2 点が今後の重点施

策として展開しているようだ。新規就農者には補助金制度もある。六次産業化を推

進して農業者の利益拡大と販路拡大にＪＡ・霧島市が一緒に取り組んで貰いたい。 

 

◇農家の高齢化で農業が衰退するのではないか。 

→他市でもお茶、畜産等も農業生産者が減るので、共同出荷を検討している。 

 

◆奨励品目は、野菜関係で 30品目有る。本年は、収量高があるが、単価が安い。また、

高齢化で作付面積の拡大が出来ず、今年初めて出荷時期を変えて生産面積を増やそ

うとしている。各地区で物産館があるが、Ａコープの生産者コーナーは、確実に伸

びて全店舗で 2億円の販売になる。 

 

◇物産館で販売できない現状があるが、新規参入策として、Ａコープでは販売できな

いのか。 

→Ａコ－プでは条件はあるが、新規参入は可能である。 

 

◇奨励品目で、他の産地にない品目で産地化の取り組みはどうか 

→技連会で協議・検討はしているが、いいものが出来ていない。 

 

 


